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写真：内閣総理大臣賞表彰式の様子

写真：内閣総理大臣賞祝賀会の様子 ものづくり展の様子
（国立科学博物館）

ものづくり日本大賞は、我が国の産業・文化の発展を支え、
豊かな国民生活の形成に大きく貢献してきた ｢ ものづくり ｣ を
着実に継承し、更に発展させていくため、製造・生産現場の中
核を担っている中堅人材や、伝統的・文化的な ｢ 技 ｣ を支えて
きた熟練人材、今後を担う若年人材など、｢ ものづくり ｣ に携
わっている各世代の人材のうち、特に優秀と認められる人材を
顕彰する制度である。本賞は、経済産業省、厚生労働省、文部

科学省、国土交通省が連携して 2005 年より隔年開催してお
り、今回で７回目を迎えた。

2018 年１月 22 日には第７回ものづくり日本大賞内閣総理
大臣賞表彰式が行われ、24 件 71 名が表彰を受けた。

ここでは、これら内閣総理大臣賞を受けた受賞者について紹
介する。
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製鉄業の CO2 排出量は製造業・建設業の全排出
量の 52% を占め、その中で約 70% を排出してい
る製銑プロセスに着目。焼結鉱の焼結強度と還元性
を向上、製造プロセスを冶金学的に分析し、製銑プ
ロセスにおいて大幅な CO2 削減を実現する技術の
工業化に成功。

同社所有の全焼結機に導入し、大幅な CO2 削減
と同時に数百億円規模のコスト削減を達成し、地球
温暖化防止、省エネルギーに貢献。

佐藤　道貴氏　他６名
JFEスチール（株）

造船所と製鉄所の高度なコラボレーションによ
り、以下３つのコンテナ船製造に関する技術が生ま
れた。①船体の大規模な破壊を防止する、世界初の
「構造アレスト」技術、②圧廷条件の最適化、独自
の厚板冷却技術による超極厚・超高張力鋼鈑の開
発、③時間的、費用的にコスト削減を可能とした超
高効率溶接技術。これらの技術革新により、安全性
能が高く、環境性能の優れた大型コンテナ船を実現。

豊田　昌信氏　他６名
ジャパン マリンユナイテッド（株）　他２団体

日本の得意とする、メカトロニクス技術と半導体
技術を融合し、センサー素子と制御回路が 2.5 ㎜四
方の 1 チップ上に集積された、世界初の半導体ひず
みセンサーを開発した。様々な構造物や機器類の変
形を、過酷な環境下でも長期間安定した１μストレ
インレベル（1km のものが 1mm 伸び縮みする現
象を計測）の高感度計測（従来製品との比較で感度
２万５千倍）が可能になった。

長野　敬氏　他６名
（株）日立製作所　他２団体

超微粒子バリウムフェライト磁性体の粒子形成技
術、それを一次粒子化するナノ分散技術、超薄層磁
性層を形成する精密塗布技術、これら 3 つの技術
開発により、世界最大記録容量を持つデータテープ
を開発。消費電力が少なく低コストで、安全に長期
間データを保存でき、IoT 時代の増大するデータス
トレージ需要への対応に大きく貢献。更に、1 巻あ
たり 220TB へ高容量化が可能なことを実証してお
り、将来にわたってビッグデータを保管するという
社会的課題に対応。

野口　仁氏　他6名
富士フイルム（株）
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鮮度保持に優れたシャーベット状海水氷（シルク
アイス）を、船上で海水から製造する製氷機を開発。
国内外で 40 台以上を販売。魚体を傷つけずに均一
に冷却することで、海外輸送後も生食が可能な鮮度
を実現。水産品の鮮度保持で、レストラン、研究室
などでも活用されている。製氷機は、小型漁船に搭
載可能なサイズで、海水温や塩分濃度の変化に即座
に追従し、最適な温度帯での連続製氷が可能とした
ところに特徴がある。

佐藤　厚氏　他４名
（株）ニッコー　他２団体

陶板レリーフの製作において、焼き重ねしても割
れることなく、かつ、寸法精度が良く、歪みが生じ
ない高精度な形成技術と、釉薬による焼成時の表面
のガラス化を制御、質感豊かに色彩を再現する技術
を開発、“複数回の焼き重ねは不可能” という伝統
的なヤキモノの固定概念を打破。キトラ古墳等文化
財の複製等に応用するなど、半永久的な耐久性を有
する新たな記録保存方法（セラミックアーカイブ）
として、文化・芸術の伝承及び鑑賞方法の多様化に
ついて新たな価値を創出。

冨増　佳晴氏　他６名
大塚オーミ陶業（株）

射出成形が困難で量産化が果たせなかった、生分
解性樹脂・ポリ乳酸の量産加工技術を開発。金型内
の温度をセンサーで計測し、結晶化と同時に製品を
離型させる技術、超臨界状態で溶解した窒素や二酸
化炭素による微細気泡形成や流動性改善技術など、
ポリ乳酸製品を耐熱化、断熱性・軽量化、薄肉化す
る多様な射出成形技術群を開発。

ポリ乳酸を原料とした耐熱性幼児食器及び薄肉成
形カップの量産化を実現し、国内外に販路を拡大し
ている。

小松　道男氏　他１名
小松技術士事務所　他１団体

ネットワーク対応型無人化施工システムは建設
機械通信機器を IP 化することで柔軟かつ高度なシ
ステム拡張を可能とし、操作室から建設機械群を
長距離遠隔操作する技術。これを基幹に総合的な
i-Construction の活用により、全工程で人が立ち
入らずに安全に緊急災害対応を行った（国土交通省
九州地方整備局阿蘇大橋地区斜面防災対策工事）

北原　成郎氏　他1名
（株）熊谷組
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常温環境で硬化し、普通コンクリートの 7.5 倍
以上の圧縮強度を達成、構造物のスリム化に成功。
型枠に流し込むだけで部材を製造でき、生産性を向
上し、CO2 の低減に寄与。耐久性が著しく高く、
土木学会から耐久性 100 年の評価を受け、構造物
の長寿命化を実現。

平田　隆祥氏　他1名
（株）大林組

大工として国の重要文化財や登録有形文化財等の
保存・修復工事に携わっている。

伊賀八幡宮（愛知県）修復工事では、本殿他５棟
の工事を行い、拝殿鬼板の復元において、左右対称
となるよう現存する部分から型板を取り、老朽化し
た右半分を新たに彫刻し復元するなど、卓越した技
能を有する。

平成 17 年から愛知県の技能検定委員を務めてお
り、現在までに約 3,000 名の技能審査を行うとと
もに、大工育成塾の指導棟梁を務めるなど、後進の
育成にも取り組んでいる。

淺田　朋憲氏
（株）創建

国宝かつ世界遺産である姫路城大天守保存修理
を、形状・材料・位置・工法（仕様）不変の理念の
基、「永続的な耐久性向上」を目指し実施した。

①瓦葺土を下桟木組併用として瓦の固定度強化、
屋根重量低減により耐震性向上、②瓦下漏水部は瓦
下を銅版葺きとし腐朽防止、③瓦・漆喰に吸水防止
剤を塗布し耐候性向上と汚染低減、④柱梁取合いの
耐震補強をフラットバー木楔カシメとして縁切り通
気性を確保し木部腐食防止を図った。

野崎　信雄氏　他１名
鹿島建設（株）

左官工として国の重要文化財の保存・修復工事に
携わっている。

建築時の資料が少ない中、複雑な形状の歴史的建
造物を当時の材料・工法で復元。特に野村碧雲荘（京
都府）修復工事では壁に鉄粉を入れ、蛍のように見
せる「蛍壁」を当時の色で再現するなど、高度な技
能を発揮した。
「なにわの名工」と称される大阪府知事表彰を受

賞し、大阪府技能検定委員を務めるなど後進の育成
にも取り組んでいる。

北谷　𠮷弘氏
（株）植木組

施工 : 生産性向上

スリム化 : 断面 1/2

耐久性 :100 年

CO2:50％低減

伊賀八幡宮 拝殿（国の重要文化財）

旧小西邸（大阪府）
（国の重要文化財） 野村碧雲荘

（国の重要文化財）

蛍壁
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屋根工事の瓦葺きに携わり、国の重要文化財で
あった鑁阿寺（栃木県）本堂・経堂の瓦葺き替え工
事で職長を務めた。（本堂は後に国宝となる）

葺き替えに当たっては出来る限り古瓦を用いるた
め、瓦の年代・型による色の違いを活かした配置と
したほか、のし瓦の曲線出しなど高度な技能を発揮
した。

職業訓練指導員免許を取得し、技能講習会の講師
を務め、技能グランプリ出場選手を指導するなど、
瓦の美しい仕上がりを活かした瓦葺きの技能の次世
代への継承に尽力している。

前原　剛氏
（有）前原瓦店

世界的に船舶の高速化が進み、大型高速ディーゼ
ルエンジンの需要が高まる中、新たな過給機システ
ムの開発により全負荷域において高い出力性能を備
えた、我が国初の純国産大型高速ディーゼルエンジ
ンを開発。

低環境負荷で経済性にも優れ、シンプル構造によ
りメンテナンスが容易、純国産であることで迅速
なアフターサービスを実現。平成 28 年度末までに
167 台を納入。

開発により得られた成果は、他の中高速エンジン
にも応用・展開されており、我が国造船技術の向上
に貢献。

園部　邦彦氏
新潟原動機（株）

江戸時代から続く袋貼の技法につき高い技能を有
し、高級壁紙を用いた施工を数多く行っている。金
銀箔、織物、和紙壁紙の施工を数多く手掛けている。

また、デジタルプリント絵画、アクリル絵画を壁
面に貼る施工を考案するなど、壁装の新たな可能性
を探究し、全国各地で壁紙施工の実演を行い、施工
技術の高度化と普及に取り組んでいる。

倉迫　貴裕氏
（株）装匠

内装仕上げ全般に精通し、特に表装に関する技能
に卓越している。従来の湿式工法から乾式工法へと
技能を進化させ、湿式では不可能であった幾多の高
品質な要求に応えてきた。

高い指導力を発揮し、氏の所属する事業所におけ
る技能士の割合は県内随一である。

また、技能グランプリ全国大会では、金賞受賞者
２名を輩出するなど、後進の育成に尽力し、業界の
発展に寄与した。

久保田　清氏
（株）オオトリ（室内装飾工）

鑁阿寺 本堂（国宝） のし瓦 デジタルプリント絵画 実演の様子
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腕時計の組立に永年従事し、高級機械式時計を代
表に、高級腕時計の高精度・高性能を実現する。内
装（ムーブメント）組立から外装組立の全てを行う
ことができる技能を有している。

また、時計組立の技能継承にも積極的に取り組ん
でおり、社内での後進の指導を始めとして、信州・
匠の時計修理士資格の講師や、子供の時計組立体験
指導を通じて、時計業界の技能の継承、発展に大き
く寄与している。

荒井　寛子氏
シチズン時計マニュファクチャリング（株）

飯田殿岡工場（機械時計組立・調整工／電気時計組立・調整工）

長きにわたり博多人形の制作に従事し、常に新し
い技法を研究。数種類の粘土を混ぜ合わせることに
より、独特の質感を生み出すなど優れた彩色技能を
有する。

また、日本の古代や万葉の女性を題材に、女性の
内面の強さや激しさを表現する独自の作風を確立
し、博多人形の普及・発展に貢献している。

川﨑　幸子氏
博多人形工房川﨑（人形製造工）

和服仕立に長年従事し、多数の柄の大島紬の六角
形の小片を割り縫いの技法で接ぎ合せた布を柄とし
て、無地の大島紬の布地に嵌め込んで模様とする卓
越した技能を有し、難易度の高い曲線や角の接ぎ合
わせの出来栄えや柄行が高く評価されている。

また「ものづくりマイスター」として、小中高校
生の「ものづくり体験」の講師として積極的に活動
している。

加藤　靜子氏
藤工房和裁学院（和服仕立職）

第 44 回技能五輪国際大会（アラブ首長国連邦）
のメカトロニクス職種において金メダルを受賞。

本職種は、２人がチームとなって、実際の生産現
場を模したモデルを使って競技し、設計、組立て、
トラブルシューティング等の正確さや速さなどを競
う職種。
※日本は、３大会ぶり４回目の金メダル

岡野 祥磨氏　佐藤 健太氏
トヨタ紡織（株）
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第 44 回技能五輪国際大会（アラブ首長国連邦）
の情報ネットワーク施工職種において金メダルを受
賞。

本職種は、LAN ケーブルや光ファイバーケーブ
ルの配線の正確さや速さなどを競う職種。
※日本は、競技が新設された第 38 回大会以降７連
覇

清水　義晃氏
（株）協和エクシオ

ものづくりの全国的な競技大会の旋盤部門におい
て、同一年度に２大会制覇を成し遂げた。大会では
100 分の１ミリメートルの寸法精度、仕上げ面粗
さ、ねじのはめあい、作品の完成度など、精密で高
度な技術が求められる。受賞者は高校３年間、機械
部の部長としてリーダーシップを発揮するとともに
人一倍の努力と練習を積み重ね、旋盤作業における
幅広い知識と高度な技術・技能、忍耐力、創造力等
を身に付けており、将来のものづくりを担う人材と
して今後の活躍が大いに期待される。

髙橋　真也氏
愛媛県県立東予高等学校卒業

現（株）シマブンコーポレーション勤務

第 44 回技能五輪国際大会（アラブ首長国連邦）
の製造チームチャレンジにおいて金メダルを受賞。

本職種は、３人がチームとなって、機械による部
品加工、電子制御基板の製作、組み付け、プログラ
ミングを行い、製品の完成度などを競う職種。
※日本は、２大会連続３回目の金メダル

麻生 知宏氏　上野 祐平氏　最上 拓氏 
（株）デンソー

選手目線の 360 度映像、VR（バーチャルリアリ
ティ）及びモーションシミュレータを使用して、ス
ポーツ現場の臨場感あふれる体験を実現するスポー
ツ観戦システムを開発。リアルタイムにアスリート
とシンクロすることができるスポーツ観戦システム
というアイデアが評価され、全国高等専門学校第
27 回プログラミングコンテスト（平成 28 年度）
課題部門において、文部科学大臣賞（最優秀賞）を
受賞。

冨平　準喜氏
東京工業高等専門学校
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映画における大道具製作者として、高度な技術と
豊かな経験に裏打ちされた仕事を手がけ、日本映画
の表現技術の根幹を支えてきた。

黒澤明監督をはじめとする多くの映画監督の信頼
も厚く、東宝撮影所の撮影現場において多くの大道
具製作に携わり、高い評価を得ている。80 歳を超
える今もなお、多くの後進を育てながら映画製作の
第一線で活躍するとともに、映画大道具製作で培っ
た技術を活かし、博物館や文化施設の展示製作にも
携わるなど、幅広い活躍を続けている。

平成 27 年度文化庁映画賞映画功労部門被表彰
者。

吉田　晴美氏
（有）吉田美術

建造物修理技術者として、高度な技術と知識に基
づく修理工事を手がけ、多くの国宝・重要文化財の
修復に尽力してきた。

昭和 24 年に京都府教育委員会事務局に採用さ
れ、建造物修理の道を歩み始め、数多くの修理工事
に従事する中で、技術の錬磨・向上に努め実績を重
ねた。特に国宝東福寺三門の解体修理は、大規模か
つ困難な工事であり、それまでに培った技術が遺憾
なく発揮された。退職後も特定非営利活動法人を立
ち上げて、後進の育成に当たるとともに、修理現場
の第一線で活躍を続け現在に至る。

平成 26 年度文化庁長官表彰被表彰者。

川嶋　一雄氏
特定非営利活動法人京都文化財建造物研究所

東福寺山門 同修復時

298


